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フード連合 環境への取り組みについて
　2008年は、地球温暖化防止策に関する国際的な枠組を規定した「京都議定書」の第一約束期間（2008～2012年）最初の年です。日本は、この5年間に対1990年比で温室効果ガスの排出を年平均6％削減することが義務付けられています。
　フード連合食品産業政策でも掲げているとおり、限りある資源を後年に残すためには、現在の「大量生産・大量消費・大量廃棄」の社会経済システムを循環型システムに変えることが必要です。そのためには、一人ひとりのライフスタイルの見直しはますます重要になっています。社会全体の取り組みとするためにも、労働者であり、生活者でもある組合員とその家族を中心に、ライフスタイルを見直す運動が必要なことから、職場に応じて下記のとおり取り組んでいただくようお願いします。
　　　　　　　　　　　記

1．取り組み方針
　　ひとりひとりのライフスタイルを見直そう！
2．取り組み内容
（1）職場（特に組合事務所）と組合員（特に組合役員）を対象とした取り組み
[職場（特に組合事務所）で実施すること]

　　　①ゴミの分別
②室内温度設定（(夏)冷房28℃、(冬)暖房20℃）
③節電

④コピーの両面使用

⑤マイカップ利用

⑥チームマイナス6％※への登録
※チームマイナス6％：京都議定書の目標である温室効果ガス６％削減を達成するための、国民的プロジェクト。趣旨に賛同した個人・団体が登録する。現在、約218万の個人と約18,000の団体が登録（内、労働組合は80組織）。
　 　 [組合員（特に組合役員）が実施すること]

　　 　　①ゴミの分別

　　 　　②室内温度設定（(夏)冷房28℃、(冬)暖房20℃）

　　　　 ③マイエコバック利用

　　　　 ④チームマイナス6％への登録

　◆中央委員会・大会時に代議員対象として、（1）の内容について調査を実施。
（2）フード連合 クリーンキャンペーン活動の推進

　　各地域で地区協を中心としたクリーンキャンペーン活動（全日本たばこ産業労組が全国で開催しているクリーンキャンペーン（5月末～6月上旬）や、地方連合が開催しているクリーンキャンペーン）への参加推進。
（3）“私・家族のエコアクション！”キャンペーンの実施

　　　－私・家族のエコアクション！！－（概要）
　[募集内容]私、あるいは家族で取り組んでいるエコアクション（環境にやさしい行動）について写真＋コメントを募集

　　　　　 例：家族でのゴミの分別、清掃活動 等々

　[募集期間]2008年5月15日～8月31日
[募集対象者]組合員およびその家族

　[応募方法]フード連合HP※1または郵送※2での応募　

　　　　　※1 ↓フード連合HP トップページのこちらのバナーから入ってください
　　　　　　


　　　　　  ※2 〒150‐0012

　　　　　　　　東京都渋谷区広尾1－3－18　広尾オフィスビル8階

　　　　　　　　フード連合 政策局宛
　[入選]会長賞（1名）・最優秀賞（1名）・優秀賞（1名）・佳作（数名）

　　　　※賞の内容については環境に関係のあるものをお送りします。
　[審査委員]会長、社会産業政策委員会委員

　[発表時期と公表方法]2008年10月（予定）に発表後、HP等へ掲載
3．その他（紹介・案内）

①「エコ通勤」
従業員の通勤交通手段をマイカーから公共交通機関（鉄道、バスなど）、自転車や徒歩などに転換することを促進する取り組み。必要に応じて国の支援制度も活用可能。
②「環境家計簿」
http://www.eco-family.go.jp/practice/ecocho.html（我が家の環境大臣）
日常生活が地球環境にどれだけ環境負荷をかけているのかを、家庭で使用する電気、ガス、水道、ごみ、ガソリンなどの量にCO2排出係数を掛け、CO2排出量に換算することで理解し、無駄なエネルギー消費やごみ排出などを削減する取り組み。同時に生活の無駄を省くことで、家計負担を軽減する。
③「グリーン購入」
http://www.gpn.jp/（グリーン購入ネットワーク）
商品・サービスの購入に際して、その必要性を十分に考慮し、品質や価格だけではなく環境の観点から、エネルギー消費の少ない商品（省エネ家電など）や資源リサイクルによる商品（再生紙など）、環境保全に貢献する仕組み（「森の町内会」など）による商品など、環境負荷の少ない商品・サービスを環境負荷の低減に努力している事業者から優先して購入すること。
「グリーン購入基本原則」（http://www.gpn.jp/basic/principle/principle.htm）
「森の町内会」（http://www.mori-cho.org/）
④「グリーン電力証書」
http://www.greenpower.jp/（みんなのグリーン電力）
http://www.natural-e.co.jp/（日本自然エネルギー株式会社）
http://www.energygreen.co.jp/（エナジーグリーン）
「グリーン電力」とは、「電気そのものの価値」の他、化石燃料削減・CO2排出削減など「環境付加価値」を持つ自然エネルギー（風力、バイオマス、小水力など）で発電された電力、及びそれを選んで購入する仕組みのこと。電力会社から供給される電気に、自然エネルギー発電による環境付加価値分を加算することで、その電力をグリーン電力と見なすことが可能。常時使用する電力だけではなく日時・場所を限定しての購入も可能。「グリーン電力証書」とは、その環境付加価値分を証券化したもの。
⑤「アースデイ」
http://www.earthday.jp/（アースデイジャパン）
http://www.earthday-tokyo.org/（アースデイ東京実行委員会）
1970年、アメリカの学生運動に始まる、地球環境について一人一人が考え、関心を持ち、行動を起こす日。現在、全世界で毎年約２億人が参加する最大級の環境イベント。
⑥「ライトダウン」「キャンドルナイト」
http://www.candle-night.org/（100万人のキャンドルナイト実行委員会）
2001年、カナダの「自主停電運動」に始まる、地球温暖化について考え、防止するための行動。「電気を消して、スローな夜を」をテーマに、一斉に電気を消し、夜を楽しむ企画。夏至の日と冬至の日に実施している。
⑦「言の葉さらさらプロジェクト」
http://www.kotosara2025.jp/（言の葉さらさら2025）
「7月7日、2025年の日本を想う。」をテーマに、インターネットを通じて短冊に願いごとを「名前」は20字以内、「メッセージ」は200字以内、で記入する取り組み。
⑧「ライフスタイルフォーラム」
http://www.lifestyle-forum.org/（ライフスタイルフォーラム実行委員会）
「地球と共生するくらしかた」をテーマに、ライフスタイルや地球温暖化防止について考え、行動するための情報交換と交流の場。NGO・NPO、市民団体、生活協同組合、企業、行政、労働組合などで構成する実行委員会が2000年から毎年11月にイベントを開催している。
⑨「エコキャップ」
http://ecocap007.com/（特定非営利活動法人エコキャップ推進協会）
ペットボトルのキャップを分別・回収することでペットボトル本体の再資源化率を高めるとともに、キャップをリサイクル業者に売却。その売却益で世界の子どもの命を救うためのワクチンを購入する。
　　　⑩「連合 環境フォーラム」
　　　　２００８年５月２４日（土）～２６日（月）、「Ｇ８北海道洞爺湖サミット」の関連閣僚会合として「Ｇ８環境大臣会合」が神戸市で開催される。「Ｇ８環境大臣会合」の前段に、地球環境問題をともに考え、地球環境問題に関する労働組合の取り組みを発信する場として、「第１０回環境フォーラム」を神戸市で開催。
4．取り組み時期と取り組みツール
　（1）時期
　　　 2008年6月～2009年5月末
　（2）ツール

　　　フード連合本部は、適宜、必要に応じて、情報発信や要請を行います。また、フード連合ホームページ（政策局）の下記バナー※１から、ポスター、ロゴマーク等※2のツールがダウンロードできます。　
　　　[※1下記バナーへの入り方：フード連合ホームページ→政策局]
　　　[image: image2.jpg]



　[※2：ポスター等の例]

　 　　[image: image3.emf]　[image: image4.emf]　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上




























































